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身体をひらく体育科学習の創造
し ん た い

～学び方を駆使し動きが上達する姿を求めて～

１ 身体をひらく体育科学習

本校体育部は，過去３年間，子どもたちの自発的・自主的学習を基本とする中で，子どもの内に生成し

た動きの感じを言葉で表現させる「言語化」，子どもが無意識の中に行った動きに教師が意味づけをする

「ラべリング」，動きを観察させたり音に注目させたり補助しながら筋感覚的に動きを感じさせたりする

「モデリング」といった指導を「教えること」として捉えてきた。

昨年度においては，子どもたちの精一杯運動している姿やイメージどおりに動けた喜びを感じている姿

が見られた際の「もう一回。」「見て見て。」「ワクワクする。」という声を大切にしたいという願いから「夢

中・没頭」をキーワードに，「動きにこだわる姿」を目指す子ども像と設定した。そして，子どもたちが

「夢中・没頭」しているとき，どのような関係性（かかわり）の中で運動しているのかを考えた。その関

係性から運動を見つめなおしたのが図１にある「身体をひらく」である。具体的には，「自己：自己理解」

「他者：相互交流」「環境：場・モノの認識」にひらきながら〈図１－①②③〉，動きが上達すること（身

体知の形成）をねらった〈図１－④〉。さらに，学んだ意味を次の単元・日常生活などに劈（ひら）いて

いく〈図１－⑤〉。このように，子どもたちが身体をひらき動きにこだわっている姿が見られる体育科学

習を「教えること」と「学ぶこと」が共鳴している状況であると仮説的に設定し，実践を積み重ねてきた。

図１ 「身体をひらく」の関係図

目指す子ども像：動きにこだわる姿「もう一回。」「見て見て。」「ワクワクする。」
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２ 「身体をひらく体育科学習」から見えてきた順序性・系統性

過去２年間，実践を積み重ねる中で，低学年・中学年・高学年の「ひらく」における順序性・系統性が

動きの上達（身体知の形成）における要件として明らかになった。

低学年においては，まず魅力ある場を設定することが基盤となる。子どもたちが「おもしろそうだ」「は

やくやってみたい」という思いをもつところからスタートする。つまり，「環境に拓く」ことが活動のエ

ネルギー源になるのである。次に，個の欲求を満たしてやらなければならない。走る・跳ぶ・投げるなど，

精一杯運動する中で，充実感をえるのである。これは，「自己に啓く」になる。この二つが満たされて初

めて「競争したい」「協力して運動したい」など「他者」に意識が向く。このように，低学年では，「環

境に拓く」－「自己に啓く」－「他者に開く」の順序性が動きの上達における要件となったのである。

中学年においては，一人一人の「できるようになりたい」「勝ちたい」という願いから，そのためには

何をしなければならないのかを考え始めるところからスタートする。これは，「自己に啓く」になる。そ

して，他者との交流（他者に開く）を通して自分の運動を客観的に見つめ直す（自己に啓く）。同時に，

跳び箱が冷たい箱・ボールが痛いモノではなく，跳び箱が自分たちを空中に連れて行ってくれる仲間・ボ

ールがわたしたちを楽しませてくれる友だちというように，場やモノの認識が変化していく（環境に拓く）。

このように，「自己」を核にして，「他者」「環境」に同時進行的にひらかれ，さらに相互関連が見られる

ようになるという順序性が動きの上達における要件となったのである。

高学年においては，「自己」「他者」「環境」が同時にひらかれていく順序性が見られた。具体的には，

設定した場が，自分たちの挑戦意欲をかきたてる環境として認識されており（環境に拓く），その中で一

人一人がめあてをもって運動し（自己に啓く），他者との交流の中で（他者に開く）動きの上達が見られ

た（身体知の形成）ということになる。さらに，「なぜできないのか」「なぜできるのか」「どうすればで

きるようになるのか」を仲間と考え，自分たちがイメージ通りに動けたときの喜びを大切にし，動きにさ

らなる上達が見られ，「勢い」のある雰囲気が醸成される。ここには，自分たちで魅力ある場を創り上げ

る姿が見られる。このように，「自己」「他者」「環境」が同時進行的にひらかれ，相互関連する中で，動

きの上達が連続的・螺旋的に見られたのである。

これらを図で表すと以下のようになる。（必ずしも境界が明確ではないため点線で表した）

低学年 中学年 高学年

他者 自己

順序性 環境 自己 他者 自己 動きの上達 他者 動きの上達

動きの上達 環境 環境

図２ 「身体をひらく」系統性

３ 「動きにこだわる姿」から「学び方を駆使し動きが上達する姿」へ



上述のように，身体をひらく順序性・系統性を意識して取り組んできた中で，子どもたちの「動きにこ

だわる姿」を解釈することにした。すると，そこには様々な学び方を駆使している子どもたちの姿が見ら

れたのである。具体的には，「もう一回。」と何度も繰り返して跳び箱を跳んでいるときには，自分なり

にコツをつかんだりできそうだという見通しをもったりしており，全体のリズムを考える・手の位置を決

めるなどのポイントを意識しているという学び方が見られた。また，「見て見て。」と言って友だちや先

生に運動を見てもらうときには，できた喜びを共有したいという思いにあふれていた。そして，なぜでき

るようになったのかを問うと，「90 度で止めてブリッジをしたら跳ねられたよ。」などの学び方を聞くこ

とができた。さらに，「ワクワクする。」と言いながら，仲間がゲームをしている場面を見ているときに

は，よいプレーを自分たちのプレーに取り入れようとする意識のもと，フォーメーションプレー（コンビ

ネーションプレー）が決まるかどうかという視点をもつ学び方が見られた。これらの学び方は全て，動き

の上達を表出させるものである。このような経緯から，本年度の目指す子ども像を「動きにこだわる姿」

の具体，つまり「学び方を駆使し動きが上達する姿」に焦点をあて，研究をすすめることにした。

４ 学び方への価値づけ

（１）「めあて設定」を学び方の核に

繰り返し運動する・全体のリズムを考える・ポイントを意識する・運動を見る視点をもつなど，子ども

たちが駆使している学び方を整理してみると，「めあてを設定すること」が核になることが明らかになっ

てきた。そこで，「自己に啓く」に位置づく「仮のめあてから真のめあてへ」に注目し，子どもたちが「で

きるようになりたい」「勝ちたい」といった切実感をもった課題解決のための「真のめあて設定」を「学

び方」として価値づけようと考えた。これを，「学び方への価値づけ」とし，意図的に指導した。

（２）「真のめあて設定」の手がかりとして

真のめあてを設定する際，自分の運動を理解する力が求められてくる。その手がかりとして自己・他者

・環境にひらく観点から学び方を探り，明らかになってきたことを整理した。

①自己に啓く：自己理解

自分の運動を理解する際に，本校で大切にしてきたのは感じ方を言葉にさせる言語化である。子どもた

ちが表現しやすいように，言語の中でも擬音語・擬態語・比喩をつかって表現させてきた。言語化する観

点として，〈運動の全体（リズム）〉・〈運動の局面（部分）〉を意識させ，言葉にしにくい感覚をあえて言

葉で表現することを積み重ねてきた。

〈運動の全体（リズム）〉に関しては，例えば跳び箱の首はね跳びでは「タタタタトングッポーンピタ」

という表現が共有化された。「トン」には踏み切りのロイター板から力をもらうような動き，「グッ」に

は跳ねる際のグッとためをつくる動き，「ピタ」には音のしない着地をする動きを全体のリズムの中でと

らえようとし，一連の動きをめあてに運動する姿が見られた。



また，〈運動の局面（部分）〉に関しては，例えばソフトバレーボールでトスをあげる動きに注目し「手

にボールがすいついたように」という表現から，その感覚をめあてにトスをあげる姿が見られた。

これらの言葉は子どもたちにとってわかりやすく，運動イメージをもちやすいというよさがある。した

がって，動きがイメージしやすい言葉を表出させ，共有化・一般化していくことに価値を見出し，自分の

課題を解決する手がかりにしてきた。

②他者に開く：相互交流

めあて設定において，相互交流は大切な要件として挙げられる。なぜなら，自分の動きは客観的に見る

ことができないからである。そこで，《観察の観点》と《交流》を学び方として整理することにした。

《観察の観点》に関しては，〈横断的観察〉と〈縦断的観察〉を大切にしてきた。〈横断的観察〉とい

うのは，その子の現在の動きを他者と比較して見ることをいう。〈縦断的観察〉というのは，その子の過

去と比較し，未来像を描くことをいう。このような「比較」を通した観察は，小さな変化に気づく・結果

としてできなくてもその変化を成長として認めるといった姿を表出させるのである。

《交流》に関しては，〈目で見てわかるポイントの交流〉と〈感じ方の交流〉を大切にしてきた。〈目

で見てわかるポイントの交流〉に関しては，「手をもう少し前に」「オープンスペースに動く」など，直

接的な動きのアドバイスになる。一方，〈感じ方の交流〉に関しては，「ねばってねばってパッ」「空気を

蹴るように」など，擬音語・擬態語・比喩が中心になるので，間接的な動きのアドバイスになる。この〈感

じ方の交流〉に関しては，「感じ方の重ね合わせ・確かめ」を大切にしてきた。「感じ方の重ね合わせ・

確かめ」とは，得意な友だちが言語化した言葉で自分も運動してみるということである。例えば，鉄棒運

動の後方膝かけ回転で，一連の動きを「ガッピーングッ」と表現した言葉をつぶやきながら見て，自分も

その感じ方で運動することになる。その感じ方が自分に合えばそれが自分の感じ方になるし，あるいは，

伸ばした足が鉄棒から離れてしまうことから「ボンド」という言葉をつけたしてうまくいく，というよう

に自分なりの感じ方が生成されることもある。このように，自分はどのような感じ方が一番ぴったりとく

るのかを探る過程を「感じ方の重ね合わせ・確かめ」とした。

このような《観察》《交流》を通して自他を見つめることにより，客観性を伴って自他の運動を理解す

ることができるようになってくる。結果として，切実感のあるめあて（真のめあて）を設定することがで

きるようになり，動きの上達が見られたのである。

③環境に拓く：場・モノの認識

子どもたちがどのように運動する場やモノを認識しているのかを把握し，場やモノとの関係をよりよく

するために「環境との対話」に取り組ませている。ここには，活動する場（ラインが引かれたコートや跳

び箱が設置された風景など）に魅力を感じ，モノ（ボールや跳び箱や鉄棒など使用する教具）が自分たち

の仲間であると思える子どもであってほしいという願いがある。実際に子どもたちが環境と対話した内容

を見てみると，「跳び箱が『ここに手をついて』と言った。」「スパイクをうつときボールが『今だ』とタ



イミングを教えてくれた。」というように，めあてに関する内容が見られた。この内容が設定しためあて

と一致することから，真のめあてを理解する手助けとなる取り組みの一つであることが確認された。

５ 「真のめあて」設定にかかわる要件

（１）「めあて設定」を核にした学び方の系統性

「めあて設定」に関しても，系統性を意識して学び方を価値づける必要がある。そこで，子どもたちの

実際の姿から，低学年・中学年・高学年におけるキーワードを抽出・整理することにした。

○低学年〈思いや願い〉

・動く中から思いや願いが自然発生的に表出される。それをめあてとして教師が価値づける。

○中学年〈めあての選択〉

・教師が課題やめあての提示をし，その選択を通して個人や仲間で設定できるようにする。

○高学年〈めあての問い直し〉

・設定しためあてを問い直すことにより，真のめあて設定を自分たちでできるようにする。

（２）学習カードの利用

毎時間記入する学習カードの一番下に，次の課題・めあてを書く欄を設けている。具体的に課題・めあ

てを設定できるように，その形式を「○○ために■■する」とした。この○○にあたるのが課題になり，

■■にあたるのがめあてになる。課題がふさわしくなかったり，具体性がないめあてには，朱書きで問い

返したり具体例を紹介する。そして，その子にとって一番ふさわしい課題・めあてを設定して次の授業に

のぞませることにした。以下は，A児の学習カードからの抜粋である。

跳び箱運動「はね跳び（首はね跳び・頭はね跳び）」

第１時 課題が目標になっており

めあてもイメージを

もった書き方ではない

第５時 自分の中に運動イメージが

あることから課題・めあて

が具体的になっている

（佐々敬政・新宮真也・四方智子・岸本愛子）
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